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新宿区ＤＸ人材育成方針 

１ 基本的な考え方 

新宿区では、平成３０年３月に策定した「新宿区情報化戦略計画」において、

重点目標の一つにＩＣＴ人材の育成を掲げている。これは、現在、職員の大部分

が何らかのシステムを利用して日常の業務を行っており、区の業務を効率化して

いくためには、職員一人ひとりの情報通信技術（ＩＣＴ）の活用力向上につい

て、組織全体として計画的に進めていく必要があるからである。 

令和６年現在、新型コロナウイルス感染症への対応を始めとした社会全体に対

するデジタル化の要請やＩＣＴを取り巻く様々な環境変化に伴う区民ニーズに的

確に対応していくために、あらゆる分野においてＤＸの推進が求められている。  

区におけるＤＸの推進は、ＩＣＴの利活用による業務の効率化にとどまらず、

区民サービスの向上に繋がる新たな価値を生み出す取り組みを進めることであ

る。そのため、業務をよく知る担当所属による主体的かつ継続的なＤＸの推進を

可能とするＤＸ人材を新たに定義し、計画的な育成を進めていく。 

 

２ ＤＸ人材の定義 

【目指す姿】  

全職員がＤＸにかかる基本的な知識を有しており、導入されているシステム
やデジタルツールを活用できる 

各所属は、課題や新たなサービスへの取組みにおいて、ＩＣＴを活用する視
点を持ち、業務要件を整理し発注できる、また簡易な仕組みについては内製
化できる人材を有しており、情報システム部門や外部の専門家の協力を得な
がら自らＤＸを推進できる 

情報システム部門はＩＣＴに関する専門的な知識を有し、大規模プロジェク
トをはじめ各所属におけるＤＸの推進を支援できる 

【必要となるＤＸ人材】   
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３ ＤＸ人材に必要なスキル 

 

※詳細は別紙「DX人材育成スキルマップ」を参照 

 

４ 育成の取り組み 

 

 職員全体のＤＸ推進力を向上させるため、オンライン研修（e ラーニング等）

を活用し、幅広い職員の基礎力向上への取り組みを行う。 

 

 より理解を深めるため、また実践力の向上へ繋げる研修については、対面に

よる集合研修を活用する。 

 

 具体的な研修内容については、ＤＸ人材の育成状況、社会におけるＤＸの推

進、ＩＣＴ技術の進化等に合わせ、年度毎に検討を行っていく。 
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【職員の定義】 

 DX 人材育成方針における職員の定義は以下のとおりとする。 

管理監督職：管理職（部長級・課長級）及び所属の DX 推進を管理監督する係長級 

一般職員 ：非常勤職員、臨時的任用職員、育休任期付職員を除く管理職以外の職員 

全職員  ：管理職（部長級・課長級）及び一般職員 


